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住宅に係る屎尿浄化槽の処理対象人員の算定基準について（通知） 

 

 屎尿浄化槽の処理対象人員の算定方法は、昭和44年建設省告示第3184号により、日本産

業規格「建築物の用途別による屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準（JIS A 3302）」（以下

「処理対象人員算定基準」という。）に定めるところによるものとされているところです。 

 処理対象人員算定基準では、「２．建築用途別処理対象人員算定基準」のただし書（以下

「処理対象人員算定基準２のただし書」という。）で「建築物の使用状況により，類似施設

の使用水量その他の資料から表が明らかに実情に添わないと考えられる場合は，当該資料

等を基にしてこの算定人員を増減することができる」とされています。 

 これにより、「兵庫県浄化槽設計・施工上の運用指針」の「４．人員算定及び設計水量・

水質の算定基準」では、「増改築を伴わないが自主的に既設のみなし浄化槽を浄化槽※１に 

取り替える場合等、既存建築物の最大日実績汚水量から算定した日計画汚水量が指導要綱※２ 

別表１による設置しようとする浄化槽の日平均汚水量を下回る場合」等であって、「最大日

実績汚水量は、処理対象人員算定基準２のただし書を考慮しない場合の指導要綱※２別表１

による日平均汚水量の２分の１以上とする」場合に処理対象人員算定基準２のただし書を

適用することができることとしています。 

 この「増改築を伴わないが自主的に既設のみなし浄化槽を浄化槽※１に取り替える場合等」

の解釈について、下記のとおりとしますので、通知します。 

 なお、本件は、兵庫県農政環境部環境管理局環境整備課と協議済みであることを申し添

えます。 

 

記 

 

 「増改築を伴わないが自主的に既設のみなし浄化槽を浄化槽※１に取り替える場合等」に

は、「住宅の実居住人員※３が４人以下※４であって、自主的に既設のくみ取便所を浄化槽※１

を設けた水洗便所に取り替える場合（増築又は改築を伴う場合にあっては、これらに係る

床面積の合計が既存建築物の延べ面積の２分の１を超えない場合に限る。）」が含まれる。 

 なお、この場合の合併処理浄化槽の処理対象人員の算定例については、別紙を参照して

ください。 

 

 ※１ 合併処理浄化槽 

 ※２ 兵庫県浄化槽指導要綱 

 ※３ 居住人員が増加した場合の増加後の実居住人員を含む 

 ※４ 台所、浴室及び便所が２箇所以上ある延べ面積200㎡以上の２世帯住宅等に処理対

象人員が７人の合併浄化槽を設ける場合にあっては、住宅の実居住人員が６人以下 

 



 別 紙  

 

自主的に既設のくみ取便所を合併処理浄化槽を設けた水洗便所に取り替える

場合の合併処理浄化槽の処理対象人員の算定例（一戸建ての住宅の場合） 

 

１ 算定（判定）方法 

  Ｗa≧Ｗmp 

   Ｗa：日平均汚水量（㎥／戸・日） 

   Ｗmp：最大日実績汚水量から算定した日計画汚水量（㎥／戸・日） 

    Ｗmpは、次の(1)及び(2)のうちいずれか多いものとする。 

 

 (1) Ｗmp1＝                          ×       

 
注）Ｗmp1は、水洗便所とすることにより増加する水道使用量等を考慮したものとする。 

また、実居住人員の増加に伴う水道使用量等を考慮したものとする。 

 

 (2) Ｗmp2＝                       

 

表 

番

号 
建築用途 

処理対象人員 日平均汚水量及び水質（ＢＯＤ） 排

水

時

間 
算定式 算定単位 

浄化槽 

日平均汚水量 ＢＯＤ 

２ 

住宅

施設

関係 

イ 
住

宅 

Ａ＜150㎡ ｎ＝５ 
ｎ：人員

（人） 

Ａ：延べ面

積(㎡) 

1,000リットル／

戸・日 

200ミリグラム／

リットル 
12 150㎡≦Ａ ｎ＝７ 

1,400リットル

／戸・日 

（２世帯等）
ｎ＝10 

2,000リットル

／戸・日 200㎡≦Ａ 

兵庫県浄化槽指導要綱 別表１を抜粋・一部改変    

 

２ 算定例 

【条件】 

 ・既存建築物の用途 ： 一戸建ての住宅（実居住人員：２人（現在）、４人（予定）） 

 ・既存建築物の延べ面積 ： 160 ㎡（表では、７人（1,400 リットル／戸・日）） 

 ★合併浄化槽の処理対象人員（日平均汚水量） ： ５人（1,000 リットル／戸・日） 

 ・既存建築物の過去３年分の使用水量の最大量 ： ９㎥／月（９月分） 

  （使用水量には、井戸水のものを含む。） 

【算定】 

 Ｗmp1＝９÷30（日）×200/150÷２（人）×４（人）＝0.8（㎥／戸・日） 

 Ｗmp2＝1,400÷（２×1,000）＝0.7（㎥／戸・日） 

 Ｗmp＝max（Ｗmp1、Ｗmp2）＝0.8（㎥／戸・日）・・・・・・・・・・・ ① 

 Ｗa＝1,000（リットル／戸・日）÷1,000＝1.0（㎥／戸・日）・・・・② 

【結論】 

 ①，②より、Ｗa≧Ｗmp であることから、建築基準法施行令第35条の規定に適合するも

のであって、処理対象人員が５人の合併処理浄化槽を設けることができる。 

下表の日平均汚水量（リットル／戸・日） 

２×1,000 

既存建築物の過去３年分程度の使用水量の最大量（㎥／戸・月） 

日数（日／月） 

200（リットル） 

150（リットル） 


